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まえがき 

 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 6831:2001 は改正

され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 C 6831 : 9999 
  

光ファイバ心線 
Jacketed optical fibers 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 5 版として発行された IEC 60794-3 のうち，光ファイバ心線に関わる部分を翻

訳し，技術的内容を変更することなく作成した日本産業規格であるが，対応国際規格には規定されていな

い規定項目を日本産業規格として追加している。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，石英系シングルモード光ファイバ素線，石英系マルチモード光ファイバ素線，多成分系マ

ルチモード光ファイバ素線，プラスチッククラッドマルチモード光ファイバ素線，全プラスチックマルチ

モード光ファイバ素線，イントラコネクション光ファイバ素線又は偏波面保存光ファイバ素線に 2 次被覆

としてポリアミド樹脂などを施した光ファイバ心線（以下，光ファイバ心線）について規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 60794-3:2022 Optical fibre cables－Part 3 : Outdoor cables - Sectional specification－Sectional 

specification (MOD)  

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こ

とを示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これ

らの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 60068-1 環境試験方法－電気・電子－第 1 部：通則及び指針 

JIS C 3660-201 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 201 部：一般試験－絶縁体厚

さの測定 

JIS C 3660-202 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 202 部：一般試験－非金属シ

ース厚さの測定 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60811-202，Electric and optical fibre cables - Test methods 

for non-metallic materials - Part 202: General tests - Measurement of thickness of non-metallic sheath 

JIS C 3660-203 電気・光ファイバケーブル－非金属材料の試験方法－第 203 部：一般試験－仕上寸法

の測定 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60811-203，Electric and optical fibre cables - Test methods 
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for non-metallic materials - Part 203: General tests - Measurement of overall dimensions 

JIS C 6820 光ファイバ通則 
注記 対応国際規格における引用規格： IEC 60793-2，Optical fibres－Part 2: Product specifications－

General 

JIS C 6821 光ファイバ機械特性試験方法 
注記 対応国際規格における引用規格： IEC 60793-1-32，Optical fibres - Part 1-32: Measurement 

methods and test procedures - Coating strippability 

JIS C 6850 光ファイバケーブル通則 
注記 対応国際規格における引用規格： IEC 60794-1-1，Optical fibre cables - Part 1-1: Generic 
specification - General 

JIS K 6920-2 プラスチック－ポリアミド (PA) 成形用及び押出用材料－第 2 部：試験片の作製方法及

び特性の求め方 

IEC 60304，Standard colours for insulation for low-frequency cables and wires 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS C 6820 による。 

4 種類及び形名 

光ファイバ心線の種類及び形名は JIS C 6820 の 5.（形名）の規定による。例を表 1 に示す。 

表 1－種類及び形名の例 

種類 形名 
石英系マルチモード光ファイバ心線 □-SGI-85/125 

□-SGI-50/125 
石英系シングルモード光ファイバ心線 □-SSMA 9.3/125 

□-SSMA･T-10.5/125 
□-SSMB-8/125 

多成分系マルチモード光ファイバ心線 □-CSI-100/140-L 
プラスチッククラッドマルチモード光ファイバ心線 □-RSI-200/230 

□-RSI-200/300 
全プラスチックマルチモード光ファイバ心線 □-RSI-485/500 

□-PGI-62.5/245 
イントラコネクション光ファイバ心線 □-SICA-9.3/125 
偏波面保存光ファイバ心線 □-SPMA-6.6/125 
注記 □は，2 次被覆の材質（Y：ポリアミド樹脂，U：UV 硬化樹脂，Z：その他

のもの）を表す。それ以降の記号は，光ファイバ素線を表す。 

5 材料，形状及び寸法 

5.1 光ファイバ素線  

 光ファイバ素線は，JIS C 6820 の要求を満たす光ファイバ素線を使用する。光ファイバの種別は，受渡

当事者間の合意による。 
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5.2 2 次被覆 

2 次被覆は，光ファイバ素線に密接してポリアミド樹脂などをほぼ同心円状に被覆する。2 次被覆は一層

以上の高分子材料から構成する。被覆は接続のために，簡単に除去できるものとする。2 次被覆外径は，

受渡当事者間の合意による。タイト 2 次被覆の場合，バッファ及び光ファイバ 1 次被覆は，使用者の要求

事項に応じて，10 mm～25 mm の長さにわたって 1 回の動作で着脱可能でなければならない。2 次被覆の

標準的な外径は 400 µm～900 µm の値とする。この値は，受渡当事者間で合意されるものとするが，公差

は±100 µm を超えないものとする。光ファイバ及び 2 次被覆間の偏心量は，受渡当事者間でほかに合意さ

れている場合を除いて，75 µm を超えてはならない。2 次被覆の材料特性は，表 2 によるが，測定値は，

20 ℃で測定した値とする。 

表 2－材料特性 

2 次被覆の材料 
項目 

ポリアミド樹脂 UV 硬化樹脂，その他 
のもの 

引張強さ 35 MN/m2 以上 受渡当事者間の協定に

よる。 伸び 200 %以上 
曲げ弾性率 500 MN/m2 以上 

5.3 心線の識別 

光ファイバ素線を識別のために着色する場合には，着色した被覆が，ケーブルの使用期間を通して脱色

せず，識別が容易で，IEC 60304 の要求を満足していなければならない。 

6 伝送特性 

損失及び帯域（又は分散）は，JIS C 6850 の 5.1（光ファイバの材料）による。個別の値については，受

渡当事者間の合意による。 

7 強度  

強度試験は，光ファイバ素線で行い，JIS C 6821 の 4.（スクリーニング試験）の規定によるスクリーニ

ングを施さなければならない。ただし，光ファイバ素線でスクリーニングを行わない場合は，光ファイバ

心線でスクリーニングを行う。 

8 試験 

8.1 試験場所の状態 

試験場所の状態は，JIS C 60068-1 の 4.3（測定及び試験に用いる標準大気条件）に規定する大気条件の

標準範囲（温度 15 ℃～35 ℃，相対湿度 25 %～75 %及び気圧 86 kPa～106 kPa）とする。 

8.2 試験項目 

試験項目は，表 3 による。 

表 3－試験項目 

試験項目 試験方法・適用箇条 性能・適用箇条 
心線の外径 8.3 5.2 
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2 次被覆の材料特性 8.4 5.2 

8.3 心線の外径 

心線の外径は， JIS C 3660-201，JIS C 3660-202 又は JIS C 3660-203 の規定によって試験する。 

8.4 2 次被覆の材料特性 

2 次被覆の材料特性は，JIS K 6920-2 の規定によって試験する。 

9 包装 

包装は，束又はボビン巻とし，運搬の際に損傷しないように適切な保護を施さなければならない。 

10 製品の呼び方 

製品の呼び方は，JIS C 6820 の 6.（製品の呼び方）の規定によって，名称又は光ファイバ心線の形名に

よる。 

例 名称：ポリアミド樹脂被覆光ファイバ心線 SGI-50/125 

 光ファイバ心線の形名：Y-SGI-50/125 

11 表示 

束又はボビンに，次の事項を容易に消えない方法で表示する。 

a) 名称又は光ファイバ心線の形名 

b) 長さ 

c) 製造年月 

d) 製造業者名又はその略号 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 
JIS C 6831 IEC 60794-3:2022，（MOD） 
 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

1 4.1 変更 IEC 60794-3 の光ファイバ心線に関わる部

分を技術的内容を変更することなく，旧 JIS
に記載されている規格体系を継承し，この

規格を作成した。この規格は JIS 個別規格

との整合のため，多成分系マルチモード光

ファイバを追加した。なお，旧規格の対応

国際規格である IEC 60793-2 は，2019 年の

改訂で適用範囲から光ファイバ心線に関す

る規定が除外されたため，この規格の対応

国際規格から外すこととした。 

日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 

3 － 変更 対応国際規格の用語及び定義では、 IEC 
60794-1-1 によると記載されているが，JIS
利用者の利便性向上のため，旧規格どおり

JIS C 6820 によるとした。 

日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 

4 － 追加 JIS 利用者の利便性向上のため，JIS 体系に

従った形名を追加し，旧 JIS の規定を継続

した。 

日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 
5 
5.1 

4.1 一致   

5 
5.2 

5.2 変更 国内で使用されている製品仕様を踏まえ、

対応国際規格に規定のない事項として、旧

JIS に記載されているポリアミド樹脂に関

する材料特性として表 2 を追加した。IEC 
60794-3 の要求事項を変更するものではな

いため，技術的差異はない。国内の 2 次被

覆外径の範囲及び公差を,国内で流通してい

る標準的な製品及び仕様を反映する内容に

変更した。 

日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 

5 
5.3 

4.4 一致   

6 4.2 
4.2.1 
4.2.2 

変更 光ファイバ心線に関わる部分を抽出して規

定した。技術的な差異はない。 
日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 
7 － 追加 JIS 利用者の利便性向上のため，旧 JIS の規

定を継続して追加した。光ファイバ素線で

一般的に用いられている JIS C 6821 の強度

試験方法を引用している。 

日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 
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a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

8 
8.1 
8.2 
8.3 
8.4 

－ 追加 JIS 利用者の利便性向上のため，旧 JIS の試

験規定を継続して追加した。 
日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 

9 － 追加 JIS 利用者の利便性向上のため，旧 JIS の規

定を継続して，包装を追加した。 
日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 
10 － 追加 JIS 利用者の利便性向上のため，旧 JIS の規

定を継続して，JIS 体系に従った製品の呼び

方を追加した。 

日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 
11 － 追加 JIS 利用者の利便性向上のため，旧 JIS の規

定を継続して，表示を追加した。 
日本国内の事情によるた

め，IEC 規格への提案は

行わない。 
注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 

－ 一致：技術的差異がない。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 




